
　

ＤＰ１

ＤＰ２

ＤＰ３

京都文化学研究基礎論Ａ 2 1

京都文化学研究基礎論Ｂ 2 1

歴史地理学特殊講義Ａ 2 1

王朝文学論特殊講義Ａ 2 1

近世文学論特殊講義Ａ 2 1

伝統産業論特殊講義Ａ 2 1

古代史特殊講義Ａ 2 1

近世史特殊講義Ａ 2 1

幕末維新史特殊講義Ａ 2 1

近現代史特殊講義Ａ 2 1

民俗文化論特殊講義Ａ 2 1

文化財論特殊講義Ａ 2 1

伝統芸能論特殊講義Ａ 2 1

歴史考古学特殊講義Ａ 2 1

歴史地理学特殊講義Ｂ 2 1

王朝文学論特殊講義Ｂ 2 1

近世文学論特殊講義Ｂ 2 1

伝統産業論特殊講義Ｂ 2 1

古代史特殊講義Ｂ 2 1

近世史特殊講義Ｂ 2 1

幕末維新史特殊講義Ｂ 2 1

近現代史特殊講義Ｂ 2 1

民俗文化論特殊講義Ｂ 2 1

文化財論特殊講義Ｂ 2 1

伝統芸能論特殊講義Ｂ 2 1

歴史考古学特殊講義Ｂ 2 1

京都文化特論演習Ⅰ 2 1

◎ ◎ ◎

授業科目名 単位数 配当年次

資質・能力

ＤＰ１ ＤＰ２ ＤＰ３

◎　学修効果を上げるために履修することが
　特に強く求められている科目
〇　学修効果を上げるために履修することが
　強く求められている科目

　専門教育科目

◎ ◎ ◎

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 〇 ◎

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 〇 ◎

〇 〇 ◎

〇 〇 ◎

〇 〇 ◎

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 〇 ◎

〇 ◎ 〇

◎

〇 〇 ◎

〇 〇 ◎

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

カリキュラム・マップ（京都文化学研究科　京都文化学専攻）

　教育研究上の目的

本学の建学の精神に則って京都の持つ精神性・価値観を追求し、京都文化を社会に実践的に発信していくことができる人材を養成する。具体的に
は、京都文化・日本文化に関わる学問分野において、その研究テーマに即した手法によって専門的な調査・分析・発表ができる力を身に付け、世界
的視野のもと、京都文化・日本文化の特色や意義を理解し、社会のなかで活用していくことのできる人材を養成する。

　ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

知識・理解
(ア) 世界的視野のもと、京都文化の特色や意義を深く理解するための能力を有していること
(イ) 京都文化の中で専門とする領域について高度な専門的知識を持っていること

研究技能
(ア) 研究遂行の基礎となる文献・資料を読解する能力があること
(イ) 研究遂行に必要な資料を収集し、調査・分析する能力を持っていること
(ウ) 研究成果をまとめ、学界や社会に対して発表することができること

態度・志向性
(ア) 京都文化について、さらに研究し続ける能力及び意志を持っていること
(イ) 研究の成果を、社会のなかで活かす能力及び意志を持っていること

〇 〇 ◎

〇 ◎ ◎

〇 〇



授業科目名 単位数 配当年次

資質・能力

ＤＰ１ ＤＰ２ ＤＰ３

◎　学修効果を上げるために履修することが
　特に強く求められている科目
〇　学修効果を上げるために履修することが
　強く求められている科目

京都文化特論演習Ⅱ 2 1

京都文化特論演習Ⅲ 2 2

京都文化特論演習Ⅳ 2 2

〇 ◎ ◎

〇 ◎ ◎

〇 ◎ ◎


